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平成２８年度 放課後児童クラブ 「秋津」事業報告       
  
 今年は、毎日利用７２名、長期休暇利用１８名がありました。下校から安全に車での迎えができました。時に、自宅に
帰ってしまったりするときは、支援員で探すこともあり、連絡のありかたの大切さを実感しました。 
 また、保護者の就労状況による預かり意外に、子どもの発育や発達について、生活や友だちとの関わりなど保護者から
の子どもについての相談事が多くなってきました。今年、２回クールに分けて県からアドバイザーによる相談訪問が始ま
りました。現場での支援員の実地研修事業です。現在利用している発達障害児の支援を実際に相談することができました。 
 また、県の放課後児童支援員認定資格研修が始まり、順次、支援員の参加をしています。この学びを活かし「秋津」で
は、子ども達と安全に過ごすと共に、年齢や個に応じた対応を放課後児童支援員が身に付け、相談できる環境を大切にし
ていきたいと思います。 
 
＜岡崎保育園 放課後児童クラブ 秋津 （あきつ） の目標＞ 
 「自分から考えて行動できる子ども」 
 「気持ちの良いあいさつができる子ども」 
 
法人事業計画の概要・方針 重点目標 取り組み内容 事業報告 
１，条例に沿った内容の実践 
 静岡県放課後児童クラブ

ガイドラインの添って、湖西

市の定める条例に基づいて、

担当業務のあり方を把握し

たうえ、実践し振りかえりを

行う。 
  

①一人ひとりの児童

を理解  し、自主性

を育てる。   
 
 
 
 
 
 

★年間予定を決めて役割を持つ 
・結果だけ考えるのではなく、保育の過程

を大切にしながら、実践や子どもの記録の

方法を検討する。 
・子どもの思いに耳を傾け、子どもの姿を

読み取る方法を学び 合う。 
・非常勤職員（児童厚生員）を中心に、学

習、遊びのメリハリ 
 をつけていく。 

個別の記録をつけて、情報の共有が
できた。 
 
支援員の共有した情報交換と話し
合いを設け、子どもの対応について
考えていくようにした。 
 
 
 

２．国、市の方針、 
 環境変化に応じた園の経

営       
 国の「子ども・子育て新シ

ステム」、市の保育対策等へ

の適合をはかる。 
 ２０１６年認定こども園

となることを前提にして、そ

の準備をする。   
 地域の利用者の保育ニー

ズ、学童保育ニーズへ対応す

る。        

②利用者のニーズを

把握す  る。 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 

★放課後児童クラブの意味、目的を職員が

理解し、利用者にも 伝えていく。   
★秋津（あきつ）の意味を共有する。 
★会議の充実をはかる。 
・職員会議や保護者への説明を計画性に 

行う。 
★園児との交流   
★給食の提供（保育園との連携） 
 長期期間等を利用し、園児と交流 
★学校の様子の情報を得る 
★湖西市子育て支援センター（学童担当）

と連 携を図る 

 
給食を祝日、長期休暇、代休でも実
施して、お弁当か選べるようにした
。 
 
学習障害や発達障害児童の関わり
方をアドバイザーと一緒に助言を
もらい考えていく。 
 
 
 
 

３．保護者への積極的な子育

て支援 
 保護者への支援、保護者と

の連携強化する。 
  
 
 

③社会性を身につけ、

仲間意 識を身につ

ける。相談でき る場

所や人をつくる。 
  
  
 

★子どもの姿を伝え合い保護者とコミニ

ュケーションをはかり信頼関係を築く。 
★長期休暇等で、社会体験を行う。 
・公共のルールやマナーを体験する 
・保護者に様子を随時伝えていく 
・給食提供 
★相談しやすい姿勢、環境をつくる 

お迎えの時、様子を伝え、保護者の
悩みに相談を受けていく。 
 
 
 
 
 

４．保育環境の整備 
 子どもたちの安全と衛生

的な環境 
 危機管理体制の確立。災害

対策、 
 日々の保育事故、食事や衛

生管理等。 
 修繕や備品の購入は年次

を追って計画的に進める。 

④子どもの過ごしや

すい環境 を常に考

え、たくさんの人 と

かかわり生活体験を

す  る。 
 
  
 
 

★森の整備、集団で遊べる環境作り 
★マニュアル作成 
・事故ヒヤリハットの確認検証 
★人との関わり経験をしていく中で、感謝

の気持ちに触れ思い やり保育につなげ

てく。 
★課外活動の確認 
 
 

園庭で遊びを園と共有した。 
 
園の夏祭り運動会に参加職員交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．働きやすい環境づくり  
 職員の確保・育成        
  
自ら学ぶ姿勢を支援する。 

⑤職員一人ひとりが

意識をし て、働きや

すい職場環境を 目

指す。 
 

★個人目標をもち、意識の向上を図る。 
★自己チェックと評価  
・みんなでの共通意識をもつ。  
 
 

６．計画的な研修  
 自ら学ぶ姿勢を支援する。

     

⑥実践に込められた

思いの発 信をする。 
 
 
 

★研修参加 （支援員認定資格研修 育成

研修）  
・研修の学びを活かす。 

認定資格研修２名 
初期研修、中期研修に参加する。 
 
 
 

９．タイムリーな情報発信 
 ホームページ充実 

★ホームページの「秋津」の情報提供 
★パンフレットの作成 

１０．環境を守る取り組み 
  保育の中にも職員の行動

にも環境問題を考えた対応

をする 
 ものを大切にする。動物・

植物を大切にする。 

⑦食育やエコ活動を

通じて生きることの

基本を学ぶ。 
 
          
 

★エコ問題の取り組み、 
★花壇の苗うえ 雨水を使用した水やり 
★森の利用をみんなで考える 子どもへ

の発信 
 
 

HPのブログに子供の様子を記入す
る。 
 
 
 
 

 


